











This research aims to make clear the relationships among dance creativity, general 
creativity, degree of health, and lifestyle, relationships that have yet to be fully 
clarified. The findings of this research aims to use in dance education and health 
education classes for female college students. Degree of health and lifestyle inspection, 
creative dance in small to medium-size groups, and general creativity inspection were 
conducted to 86 students at a women’s college from 2000 to 2002. The obtained data 
were evaluated by an original method and analyzed by the main-ingredients analyzing 
method. The following results were indicated: 
1. General creativity is related to social health and having good rest lifestyle.  


































































週 1回 90分の授業を 5回行った。1回目は健康度・生活習慣診断検査をおこない、2回
目は、筆者の用意した音楽を使用して最低 8 拍×8 の長さで創作することを指示し、学生










































を行った。使用したデータは、1 項目の総合的創造性 10 段階得点、16 項目の健康度・生












表 1 個人データ相関係数（創造性と健康度･生活習慣の関係）n=71 *:5%水準で有意（両側） 
  応用力 生産力 空想力 速さ 広さ 独自さ 深さ 創造性総合 
身体的健康 -0.079 -0.074 0.051 0.02 0.037 -0.105 -0.058 -0.063 
精神的健康 -0.027 0.04 0.016 0.013 -0.037 -0.132 0.048 -0.007 
社会的健康 0.061 0.103 0.153 0.109 0.099 0.153 0.072 0.102 
ストレス回避行動 -0.033 -0.166 -0.064 -0.02 -0.063 -0.16 -0.102 -0.091 
積極的健康行動 0.047 0.101 0.034 0.082 0.031 0.051 0.026 0.031 
休養行動 -0.076 -0.102 -0.154 -0.152 -0.029 0.057 -0.225 -0.166 
嗜好品摂取行動 0.009 -0.04 0.075 -0.007 -0.023 0.091 0.031 0.009 
運動意図･環境 0.086 0.192 -0.008 0.095 0.031 0.07 0.023 0.06 
運動意識 0.13 0.195 0.054 0.178 0.124 0.011 0.149 0.136 
食品のバランス 0.118 0.082 0.128 0.114 0.088 0.057 0.089 0.075 
食事の規則性 -0.044 -0.064 -0.089 -0.138 -0.046 0.002 -0.116 -0.094 
間食・夜食 -0.147 -0.075 -0.143 -0.187 -0.089 -0.036 -0.187 -0.146 
休養度 -0.066 0.021 -0.123 -0.11 0.027 0.038 -0.098 -0.08 
睡眠の規則性 -0.124 -0.107 -0.021 -0.156 -0.056 -0.001 -0.11 -0.092 
熟眠度 -0.157 -0.075 -0.023 -0.207 -0.063 0.027 -0.121 -0.09 
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すように第 1主成分を「積極的健康行動―並び方の数」、第 2主成分を「創造性―動きの
深さ」、第 3主成分を「並び方の広さ」、第 4因子を「精神的健康」と命名した。 
 
表 2 グループ別データ主成分分析（ダンス創作能力、創造性、健康度、および生活習慣の関係） 








動きの数 0.682 -0.569 
ストレス回避行動 0.654 
睡眠の規則性 0.58 






















固有値 8.636 5.406 3.299 2.506 
寄与率（%） 33.216 20.803 12.688 9.639 





































































































iii この研究では次の 3点が確認された。 
第 1 に、身体的健康度の高い者は、緑黄色野菜を多く食し、睡眠や食事が規則的で、食品のバランス
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viii 運動意識は、高得点ほど効果の認知、楽しさ、他者の期待がいずれも良い傾向が強くなる。  
運動意図・環境は、高得点ほど運動意志あり、仲間・時間・場所に恵まれている傾向が強くなる。  
ix 睡眠の規則性は、高得点ほど消灯時間・起床時間・睡眠時間のずれは少ない傾向が強くなる。  
熟眠度は、高得点ほど朝の目覚めは良い、昼間眠たくない傾向が強くなる。  
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